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JC プライド委員会

委 員 長 岡本　俊介

副 委 員 長 岡田　尚幸　　細野雄太郎

運 営 幹 事 坂　　宗樹

会 計 幹 事 中田　　匠　

書 記 幹 事 小川　智貴

委 員 今井　洋太　　佐々木飛鳥　　谷藤　隼斗　　 星野　将一

船坂　友哉　　丸岡　虹大　　三原　龍太　　 吉岡　茉由

吉田　哲久

基 本 方 針 今私たちが抱える例会、事業の参加率の低下という課題の一つの要
因として、会員が JC 活動に取り組む意義を確立できていないことが
考えられます。この課題を改善していくためには、会員が自己の成長
と共に、この地域に効果的な運動を起こすことに対して、意義を持っ
て行動ができる人材の創出と組織作りが必要です。

JC 運動に果敢に取り組まれた先輩諸兄姉の想いに触れ、会員一人
ひとりが JC 活動に取り組む目的を持つことの大切さを学びます。JC
活動への意義を理解したうえで、能動的に行動することで多くの成長
を得られるということを会員が認識できるようにしていきます。また、
これからも私たちが地域で、率先して効果的な運動を起こすために、
現在取り巻く組織の課題を把握し、その改善に向けて調査を行います。
そして今後も、公益社団法人埼玉中央青年会議所がより地域から必要
とされ魅力的な組織に発展するべく、当事者意識を持って私たちの組
織の課題について理解を深め、組織基盤の強化を図ります。

私たちの活動に多くの会員が参加し、多くの学びを得ることで、多
様性を持った新たな発想で行動ができる人材を創出できます。会員一
人ひとりが JC 運動を通して、この地域の発展と成長に寄与し、公益
社団法人埼玉中央青年会議所の一員であることに誇りを持って次代に
その想いを継承していきます。

予算総額  100,000円

職　　務　　分　　掌 予　　　算
1 ． 2 月第 1 例会の企画・運営 50,000円

2 ．11月第 1 例会の企画・運営 50,000円

3 ．今後のJCI埼玉中央についての調査研究 0円

4 ．会員拡大活動の実施 0円

5 ．地域の魅力ある人材の情報提供 0円

6 ．出向支援に関する事項 0円

7 ．各種大会への参画ならびに協力 0円

8 ．JCI日本との連携 0円

9 ．行政・諸団体からの要請事項への対応 0円

10．OB・シニア会との連携 0円

合 計 100,000円

会員交流委員会

委 員 長 飯沼　　聡

副 委 員 長 野口　竜矢　　水野　　優

運 営 幹 事 清水　孝麿

会 計 幹 事 中村　　翔

書 記 幹 事 山中　秀治

委 員 五十嵐広大　　橘内　大輝　　小嶋　勇人　　西村　　葵

長島祥太郎　　福田　将大　　山矢　剛士

基 本 方 針 社会課題が多様化している中、これまで以上に青年会議所の運動効
果を高めていくためには、一人でも多くの会員が例会や事業に参加し、
LOM としての組織力を向上させなければなりません。とりわけ、メ
ンバーが互いに信頼関係を築き、結束していくためには、一人ひとり
とコミュニケーションを取り、心を通わせるための場が必要です。

交流の機会を通して、メンバー同士は互いの魅力や特性を知り、意
見を交わし学び合える関係を築きます。そして、共通の目的に向き合
う機会を創出し、絆を深め、組織の一体感を醸成し、青年会議所運動
への参加意欲を高めます。それに留まらず、更なる積極的な交流を求
める好循環へと導くことで、個々人の参加率の向上に寄与します。ま
た、青年会議所の理念を浸透させ共感を得ることに加え、青年会議所
運動に関わった先の自身の将来像の描出と対話の機会を提供し、成長
への意欲を駆り立てます。

交流を通じて互いに絆を深めたメンバーは、青年会議所運動に積極
的に参画し、更なる成長を求めて自ら考動する人材へと成長していき
ます。個々人の成長と結束により私たちの組織は強化され、地域の課
題に対してより大きく、質の高い運動を展開できる組織へと成長して
いきます。

予算総額 50,000円

職　　務　　分　　掌 予　　　算
1 ． 9 月第 1 例会の企画・運営 50,000円

2 ．会員交流に関する企画・運営 0円

3 ．会員拡大活動の実施 0円

4 ．地域の魅力ある人材の情報提供 0円

5 ．出向支援に関する事項 0円

6 ．各種大会への参画並びに協力 0円

7 ．JCI日本との連携 0円

8 ．行政・諸団体からの要請事項への対応 0円

9 ．OB・シニア会との連携 0円

合　　　　　　　　　　計 50,000円


